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　　　　乾杯！
雪原カーニバル’92の前夜祭が無事終わ

り、スダンフ250人がほっとして交流・反省会

の乾杯をしているところです。この後、独身

男性14人、独身女性14人が、雪別荘（かま

くら）の中で翌朝まで交流した。

　　　　（関連記事8～9ぺ一ジ）
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地方譲与税ほか
9，865万円（＋4．6％）

　〔2．7％〕

繰入金懸か
7億5鱗万円
（紹㊧．8％）

麟8．4％）

　　　繕税
　　5億2鮨万円
　　　（モ2．6％）
　　　〔鷺3。鰭％）

　　　⑳
　　　　搬麟

歳入源
地万交付税
15億9，500万円　依

（＋2．9％）
〔4／．6％〕存

村債＼3億3，400万円

耀嘲

一県支出金
3億9，769万円
（＋417．4％）

　〔10．4％〕

㌦

国庫支出金
／億9，657万円
（＋76．／％）

　〔5．／％〕

　
「
活
力
が
あ
り
ロ
マ
ン
と
ぬ
く
も
り
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
平
成
四
年
度
の
村
当
初
予
算
が
、
三
月
十

日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
自
己
財
源
が
乏
し
く
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
村
は
、

皆
さ
ん
の
た
め
に
よ
り
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
多
方
面

に
わ
た
っ
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
総
予
算
の
ボ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
一
一
十
一
世
紀
の
村
づ
く
り
の
た
め
に
皆

さ
ん
に
関
係
の
深
い
事
業
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
目
を
通
し

て
み
ま
し
よ
う
。

積
極
的
な
村
政

一
般
会
計
一
二
．
五
％
の
伸
び

特
別
会
計
一
一
一
四
・
九
％

4億400万円）

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
三
十
八

億
三
千
万
円
で
、
対
前
年
比
十
二
・
五

幹
と
二
桁
大
の
大
き
な
伸
び
と
な
り
ま

し
た
。
（
上
記
グ
ラ
フ
参
照
）

　
ま
た
、
国
保
事
業
な
ど
の
特
別
会
計

で
は
、
総
額
十
六
億
九
千
八
百
五
十
六

万
五
千
円
と
な
り
、
前
年
比
三
十
四
・

九
幹
増
の
大
幅
な
伸
び
を
見
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
す

る
下
水
道
事
業
及
び
J
R
関
係
の
水
源

補
償
工
事
費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
一
般
・
特
別
会
計
に
合
わ
せ
た

、

総
予
算
額
は
、
五
十
五
億
二
千
八
百
五
十

六
万
五
千
円
と
な
り
前
年
比
十
八
・
五
欝

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
（
村
に
入
る
お
金
）
に
つ
い
て
は
、

村
民
税
で
は
個
人
増
を
見
込
み
、
固
定
資

産
税
で
は
土
地
の
若
干
減
、
家
屋
・
償
却

資
産
に
か
か
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
伸

び
を
見
込
み
ま
し
た
。

オープンが待ち遠しい「U－MALL」
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その他
2億2，364万円
　（＋8．4％）

　〔5．9％〕

（前年度当初予算
総務費
7億794万円
（一5．8％）

〔18．5％〕

商工費
1億7，653万円
（一24．6％）

　〔4．6％〕×

　衛生費＼
3億1，717万円
（＋28．0％）’

＼〔8．3％〕

公債費
3億5，471万円

（麟）歳出翻騰
，億鵜円　　（占携）
　（＋12．9％）

　〔10・3％〕・　　　　教育費
　　　　　　立民生費　　5億2164万円
　　　　　　4億9・159万円　（竿プ1．7％）

　　　　　　（＋20・3％）〔13．6％〕
　　　　　　　〔12．8％〕

予算額（干円） 伸率（％）

一灘繋　餐　誰 灘．翻，㈱． 鷲．騒

特
別
会
計

国民健康保険 503，605 2．8

倉俣診療所 43，013 2．3

歯科診療所 43，340 一3．0

，老人保健 605，663 9．4

簡易水道事業 225，074 94．7

下水道事業 277，870 194．8

．欝 需．馨鱒，驕 欝．醗

．蓋　　　灘． 馨鎚，騰 鮨．籔

〔）は構成比※（）は前年比

　
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
村
道
改
良

事
業
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
事
業
、

環
境
整
備
事
業
（
清
掃
セ
ン
タ
i
負
担

金
）
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
へ
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
入
れ
る
た
め
、
建

設
基
金
、
教
育
施
設
整
備
基
金
、
環
境

整
備
基
金
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
充
て
ま
し
た
。
な
お
、
総
予
算
の

中
で
こ
の
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
が
、

三
十
一
・
五
響
と
な
っ
て
い
て
、
相
変

わ
ら
ず
約
七
十
響
の
依
存
財
源
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
村
債
は
、
前
年
度
よ
り
十
響
下
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
年
度
の
「
U

－
M
A
」
L
」
出
資
金
が
飛
び
ぬ
け
て
多

か
っ
た
た
め
で
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ

ル
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
野
球

場
照
明
施
設
な
ど
新
規
事
業
に
、
特
別

会
計
の
下
水
道
事
業
を
加
え
る
と
大
き

く
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
前
年
比
が
大
幅
に
伸

び
て
い
ま
す
が
、
農
地
関
係
や
新
農
構

な
ど
の
農
業
振
興
事
業
関
係
、
社
会
福

祉
事
業
関
係
等
の
新
規
事
業
種
目
増
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
増
に

よ
り
、
県
支
出
金
も
同
様
に
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
増
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
が
五
・
七
軒
増
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
五
十
響
の
前
年
比
二
・
九

幹
増
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
温
泉
資
源
探
査
■
西
戸
屋

山
麓
開
発
計
画
■
C
l
戦
略

等
ソ
フ
ト
事
業

　
そ
れ
で
は
、
予
算
の
各
項
目
別
に
主

要
事
業
や
新
規
事
業
を
拾
い
上
げ
、
主

な
使
い
道
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
総
務
費
関
係
で
は
、
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
を
大
き
く
積
み
増
し
、
ハ
ー

ド
事
業
に
備
え
ま
す
。

　
調
査
委
託
面
で
は
、
一
昨
年
の
未
調

査
部
分
の
温
泉
資
源
探
査
を
田
沢
平
場

地
区
、
倉
俣
地
区
に
実
施
し
、
資
源
デ

ー
タ
の
整
備
と
将
来
の
計
画
に
備
え
ま

す
。
ま
た
、
西
戸
屋
山
麓
一
帯
の
総
合

開
発
を
す
る
た
め
の
基
本
調
査
も
し
ま

す
。　
こ
の
ほ
か
、
中
里
村
を
ア
ピ
ー
ル
し

知
名
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
さ

ん
か
ら
村
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
ロ
ゴ

文
字
の
デ
ザ
イ
ン
等
C
I
戦
略
を
進
め

ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
推

進
と
共
に
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
村
の
特
産
品
を
開
発
し
ま
す
。

　
身
近
に
皆
さ
ん
と
関
係
し
て
い
る
面

で
は
、
年
々
参
加
者
も
増
え
て
定
着
し

て
き
て
い
る
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
な
ど
中

里
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
引
き
続
き
実

施
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

繰
年
の

　
　
　
　
霊
な
事
業

懸
総
務
費
関
毯

麟
温
泉
資
源
探
査
・
西
戸
屋
山
麓
総
合

　
開
発
計
画
策
定
・
G
ー
デ
ザ
蕉
ン
・

　
墜
ゾ
ー
騰
欝
産
品
開
発
等
委
託
料

　
…
：
…
…
…
…
…
魚
薫
八
｝
○
万
円

◎
辮
璽
耕
繋
灘
る
窓
と
ヲ
エ
ス
テ
耀
バ
ル

　
…
…
…
…
…
…
；
・
…
…
翼
○
○
万
円

②
羨
梅
育
成
事
業
補
助
金
六
〇
〇
万
円

㊤
地
匿
振
興
会
補
助
金
…
証
七
〇
万
円

㊤
集
落
住
環
境
整
備
補
助
霊

　
…
…
…
…
ー
…
…
魯
…
…
一
五
〇
万
陶

漏
篶
生
費
闘
係
翻

麟
薫
鎌
撲
－
匿
鍛
懇
蒙
タ
ー
建
設
簸
事

　
付
帯
叢
｝
武
議
億
霊
、
論
公
一
遜
万
岡

⑳
編
継
タ
瀦
灘
i
利
駕
…
…
遜
㎜
万
岡

⑱
福
祉
墓
壷
運
麗
在
犠
福
継
事
業
勤
成

　
…
…
…
…
…
…
…
◎
・
・
…
灘
叢
①
薄
陶

⑤
奔
護
藩
畿
金
…
…
：
…
患
裁
○
万
隅

璽
灘
醤
惣
支
給
…
…
…
き
滋
穴
八
菰
稠

闘
衛
蕪
嚢
関
係
】

麟
念
併
難
理
瀞
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
ー
…
き
…
き
…
…
噸
…
…
圏
輩
老
薄
門

愚
溝
掃
慰
欝
鍵
－
負
挺
釜

．
…
…
…
…
…
嚢
億
一
蔑
籔
窪
遜
隠
陶

鞭
纏
尿
縫
理
施
設
改
蕃
費
負
撞
金

　
き
◆
ー
饗
畝
…
…
き
・
｝
、
璽
蔓
皿
遜
円

⑳
叢
終
処
分
場
施
設
整
備
費
負
担
金

　
ー
繋
…
き
き
擁
；
・
｝
％
霊
穴
①
野
円

の
霧
獲
㎜
検
診
委
託
料
｝
．
出
登
鐵
嚢
薄
岡

闘
農
林
旗
産
業
費
関
係
】

麟
鵡
蕎
謹
選
館
建
築
璽
事
付
帯
叢
一
式
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ま
た
、
昨
年
度
設
立
さ
れ
た
、
七
地
区

の
地
区
振
興
会
に
対
し
て
助
成
し
、
文

化
・
教
育
、
生
活
環
境
、
産
業
経
済
等

の
地
域
づ
く
り
の
課
題
に
対
し
て
活
動

を
活
発
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
総
務
費
で
は
、
ハ
ー
ド

面
ば
か
り
で
な
く
ソ
フ
ト
面
に
も
力
を

入
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
■
福
祉
ゴ
ー
ル
ド

ブ
ラ
ン
策
定

　
老
人
福
祉
関
係
で
は
、
今
年
の
メ
イ

ン
建
設
事
業
と
な
る
の
が
「
老
人
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
在
宅
で

寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
か
ら
、
入

浴
や
機
能
回
復
訓
練
な
ど
を
受
け
な
が

ら
一
日
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ

け
る
施
設
で
す
。
平
成
五
年
四
月
オ
ー

プ
ン
の
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い

て
下
さ
い
．

　
新
し
い
事
業
で
は
、
村
単
独
の
心
身

障
害
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
行

い
、
交
通
の
便
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

だ
れ
で
も
が
、
い
つ
ま
で
も
、
安
心
し

て
、
必
要
な
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、
福
祉
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ老人スポーツ大会（H3．10．18）

ン
を
策
定
し
ま
す
。
当
村
に
と
っ
て
こ

れ
か
ら
先
の
全
体
福
祉
に
ど
の
よ
う
な

施
策
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
か
皆
さ
ん

の
二
i
ズ
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
福
祉

計
画
を
立
て
ま
す
。
広
く
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
村
営
墓
地
永
代
使
用
受
付

■
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助

■
ゴ
ミ
収
集
週
二
回

　
保
健
衛
生
関
係
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
完
成
し
た
荒
屋
地
内
の
村
営
墓
地
百

二
十
箇
所
の
永
代
使
用
受
付
を
四
月
一

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
対
象
地
区
外
に
設
置

す
る
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
を
継
続
実

施
す
る
と
共
に
、
補
助
残
に
対
し
村
単

独
特
別
貸
付
制
度
を
利
用
し
、
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛
、

生
向
上
の
た
め
に
全
集
落
を
週
二
回
収

集
し
ま
す
。
収
集
日
等
は
、
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
保
健
衛
生
面
で
の
各

種
検
診
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
．

■
「
∪
。
M
A
」
」
」
オ
ー
ブ

ン
■
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル

着
工
・
登
山
ル
ー
ト
開
設

　
商
工
観
光
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か

ら
工
事
を
進
め
て
い
る
集
合
シ
ョ
ッ
ピ

象
，
灘
．

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
U
－
M
A
」
L
」
を
完

成
さ
せ
、
公
共
的
施
設
部
分
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
と
共
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
清
津
峡
渓
谷
の
再
開
は
、
村
の
重
点

事
業
と
し
て
復
旧
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

工
法
は
、
総
延
長
七
百
四
十
五
メ
ー
ト

ル
の
ト
ン
ネ
ル
計
画
と
し
て
平
成
七
年

度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
観
光
事
業
の
五
つ
の
重

点
施
策
事
業
中
の
一
つ
に
も
掲
げ
ら
れ

て
い
る
重
要
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
と
並
行
し
て
県
道
清
津
公

園
線
の
改
良
と
、
登
山
ル
ー
ト
の
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
「
ふ
る
さ
と
館
建
設
」
圏
水

稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
建
設
■
芋

沢
・
田
中
地
区
ほ
場
整
備

　
農
林
関
係
に
つ
い
て
は
、
農
業
と
観

光
を
総
合
的
に
結
び
付
け
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
単
山
間

地
域
総
合
振
興
対
策
モ
デ
ル
事
業
で
今

　
　
　
　
　
、
．
鳶

年
度
か
ら
三
箇
年
か
け
て
角
間
地
内
に

「
ふ
る
さ
と
館
」
な
ど
を
建
設
し
ま
す
。

　
新
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
、
水
稲

の
健
苗
育
成
に
よ
り
低
コ
ス
ト
と
良
質

米
生
産
を
図
る
た
め
に
、
育
苗
施
設
を

桔
梗
原
地
内
に
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、

生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
芋
沢
地
区

の
ほ
場
整
備
も
こ
の
事
業
で
実
施
し
ま

す
。　
団
体
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
で

は
、
田
中
地
区
の
ほ
場
整
備
を
実
施
し
、

営
農
条
件
の
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
村
単
独
事
業
と
し
て
、

防
除
関
係
や
転
作
推
進
、
特
産
野
菜
、

農
道
・
水
路
整
備
の
た
め
各
種
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
営
事
業
と
し
て
は
、
広
域
農
道
、

た
め
池
等
整
備
事
業
を
継
続
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
度
、
開
発
課
か
ら
農
政
課
へ
と

機
構
改
革
と
な
っ
た
林
政
関
係
で
は
、

林
道
小
沢
東
山
線
、
西
方
線
、
角
間
線

の
改
良
開
設
を
継
続
実
施
す
る
と
共
に
、

広
域
基
幹
林
道
中
魚
沼
丘
陵
線
開
設
事

　　　　　　謬1’－聖．」　　　物．▼耀竃

清津峡渓谷トンネルの休憩所のイメージ

　　　　　　　　　（ヤゲン沢付近）

　
難
き
き
…
…
…
ー
算
噺
・
九
瓢
遜
一
懸
蕩
爾

藪
麟
体
営
地
輩
蝶
鰻
関
連
霧
代
地
匿
・

　
闘
体
営
圭
難
改
幾
総
奮
整
備
蒙
業
鶴

　
南
地
屡
ほ
場
整
備
｝
蕪
遜
麟
難
簸
爾

麟
盤
懇
潔
叢
砕
遜
等
原
材
料
叢
給
、

　
…
・
…
噺
き
き
…
き
慧
礁
…
き
董
◎
◎
簸
周

㊤
県
営
広
載
農
道
黎
糧
羅
鍵
．
騰
倉
繰
嚢
獺

　
業
㎜
寺
）
噸
…
…
・
・
き
箋
簿
、
鑑
①
㊥
籔
爾

⑳
漿
営
難
め
池
等
整
備
事
業
負
撞
金

　
　
蹴
照
代
．
溝
圏
幽
．
謙
麟
舞
。
撫
羅

　
朴
添
沢
新
環
叢
沢
剛

　
願
・
ー
…
ー
き
…
き
ー
弊
戴
鴛
難
董
燕
簿
周

㊤
凝
営
ぽ
楊
整
備
事
業
補
助
嚢

　
…
き
き
…
噺
・
き
…
隠
一
、
董
◎
◎
薄
一
周

・
㊤
新
農
業
構
造
改
善
事
業
水
稲
欝
、
叢
施

　
設
補
覇
金
ー
き
・
き
竈
、
九
講
登
蕊
薄
霧

◎
新
農
業
構
造
改
善
事
業
藩
沢
地
壌
ぽ

　
場
整
備
外
・
…
…
婁
糠
九
叢
◎
遜
岡

o
転
作
弐
豆
・
γ
辮
は
種
機
、
乾
燥
調

“
整
機
械
補
助
・
算
、
・
。
・
．
・
．
。
・
．
五
〇
◎
薄
禰

o
園
萎
産
地
形
成
事
業
簿
羅
翼
懸
，
撃

　
ス
補
助
翻
老
棟
鷲
ー
…
｝
燕
鰯
癒
賜

o
林
道
開
設
．
改
良
．
舗
装
囲
路
線

　
…
；
…
き
…
…
ー
・
七
蝋
幽
穴
遜
霧
周

　
顔
商
ヱ
費
闘
係
脚

o
馨
騰
豊
妻
欝
羅
ー
施
設
経
費
補
勤

　
…
…
…
…
…
…
…
卿
璽
濫
蕊
脇
こ
万
周

Q
溝
津
峡
渓
谷
欝
潔
秦
撫
開
削
叢
．
事
外

　
…
…
…
ー
…
…
”
一
億
七
叢
蓋
万
周

　
【
土
木
費
関
係
幽

道
路
改
良
．
舗
装
．
消
駕
鰭
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
憲
一
、
七
難
○
憲
陶

Q
道
路
維
持
費
撚
儲
溝
・
路
薦
・
舗
装
・

　
修
繕
工
事
等
）
…
二
、
五
〇
〇
源
陶

o
原
材
料
支
給
蹴
生
遡
ン
、
三
次
製
晶

　
等
）
…
…
…
…
…
－
…
σ
盗
五
〇
癒
周
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新し雛佳事に頑張ります

　　役場人事轟勤
村職員が下記のとお脳月1麟塗けで異動になりました

のでお知らせします。1）は繭職

議会事務局▼係長小幽蓬火羅会教育課孟任）

，麓務課▼庶務係長鈴木宗雄《住髭課住飛係長）▼主任広田

公男（開発課主事）▼主任小柳勤（総務課主事）▼主任幽

田具明（自動車運転員〉▼主事滝沢栄子（保健課主事〉▼

盤事広田洋子（保健課爵科助手）

税務課▼住驚税係長樋口洋子（学校教育諜学校教育係長）

▼盤事滝沢進（建設課主事〉

住民課▼翻参事住民係長上原健1開発課劇参事〉▼翻参事

福祉係長吉楽勝太郎（農政課翻参事中塁土地改良区派遣）

▼国幾年金係長高橋チヨ子（住昆課主任）▼主事高橋奈津

子（税務課主事）▼駕務員老人福祉センター幽崎了（国沢

小用務員〉▼倉俣保育所長樋ロ正子（中塁保育所主任保母）

▼倉俣保育所保母藤ノ木博子▼倉俣保育所保母員沢輝美▼

奥野保育所長桑原テル子（南保育駈主任保母）▼貝野保育

所保母鈴木千憲子▼貝野保育所保母渡辺久美子▼溝津峡保

育所長藤田恭子（中里保育駈保母／▼溝津蝶保育漸保母渡

辺陽子▼中里保育所主任保母佐藤千憲美紳塁保鳶所保母）

▼索墨保育駈保母弾ノ翔ゆが鰻▼縢塁保育駈保母幽黍憲美

子▼繭保育所主任保母服部令子（中塁保脊所保母）▼繭保

育所保母五辛1州百合枝

保健課▼主任太嶋正翻（議会事務局主任）▼主事隠部利浩

（建設課韮事補1▼歯科診療解茎懸池田帯枝子

開発課▼主任滝沢徳治（開発課主事〉▼塞事翅田優（税務

課壷事）▼主事樋日具範（新採網）

農政課▼農地整備係長竃聾簿一（農政課農業振興孫長）▼　・

農業振興係長擬飼秀雄《総務課撫務係長1▼林政係長江村、

溝（開発課林政係長1▼係長瞭塁蒋土地改良匿へ派遣樋隣

正博（社会教育課主任）▼主任高橋距文（総醗課主任）▼

蛍任滋田政夫蝋農政諜盤事）▼主任趨田歯美子（総務課主

事1▼蛍事補隠部塾葛奮1新採溺〉

建殼課▼髭1蕪氷道係長広囲孝1建設課管理係長）▼管理係

長撮島憲一（建設課盤任）▼盤僅i古蕎稔（住蝿諜主任）韮

犠鈴木孝幸《農政課主事〉▼霊購高橋一郎艦鷺課主事）

▼韮事補羽鳥良炎《新採期）

教脊委員糞事務局▼難会教蒋係長岡獄満暴艦矯諜福羅係

長）▼麓会体蒋係長富蘇瀬男（農業委貴会事務撮係長／▼

霊僅桑原規華1農政課韮燵）▼盤経纐ロ勝戴（業校教脊課

壷撃）▼塾鷲灘ロ登蔓開発諜盤事鎌▼壷事滝沢灘暴《薪採
鶏）

叢業委員会嚢務局▼盤儀i鈴木涯懇1保健課壷轟1

潅願へん詮替労様響じだ
退職嚢㈱翻雛財鋤驚駕務繋嚢島悪・一《欝繰驚辮溺務員）

▼駕務繋灘藤灘鱗羅繰璽繰欝蕨溺務繋〉

やさし騨歯医老さん懸す鯉
　　　　　　　歯科診療所の国中みかi先鑑が3
　　　　　　月兼響退られ、後任に長塚祐子髭

　長　塚　先　生P　な診療に心掛けます当。と、藩任の
　（歯科診療所長〉　　診療方針を語っでくれました。　’

∞∞
鐵
撚
．
改
良
舗
装
の
整
備
．
下
水

㎜
鎌
㎜
道
工
事
本
格
的
に
着
工
■
簡

灘
“
㎜
㎜
水
貝
野
地
区
配
水
池
工
事

　
土
木
関
係
で
は
、
村
道
改
良
舗
装
事

業
と
し
て
、
上
山
上
道
線
、
通
り
山
山

手
線
、
田
中
山
手
支
線
、
倉
下
土
倉
線

（
倉
下
地
内
）
、
干
溝
市
之
越
線
（
上
山

地
内
）
、
山
崎
干
溝
線
（
田
中
地
内
）
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
維
持
修
繕
事
業
と
し
て
は
、
荒

屋
田
中
線
（
荒
屋
地
内
）
、
本
屋
敷
宮
中

線
（
本
屋
敷
地
内
）
の
修
繕
を
し
ま
す
。

業
に
着
手
し
、
村
道
網
の
整
備
を
図
り
、

ま
た
、
村
行
造
林
の
育
成
に
も
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
測
量
路
線
は
、
高
道
山
家
の
脇

線
、
宮
中
上
向
線
、
土
倉
村
中
線
等
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
村
の
予
算
に
は
直
接
計

上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
県
道
の
い

っ
そ
う
の
整
備
に
つ
い
て
早
期
に
完
了

す
る
よ
う
強
く
国
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
関
係
で
は
、
山

崎
荒
屋
線
に
消
雪
パ
イ
プ
を
布
設
し
、

ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
を
増
強
し

て
道
路
確
保
の
拡
充
を
図
り
克
雪
を
推

進
し
ま
す
．

　
昨
年
度
か
ら
の
下
水
道
特
別
会
計
新
●

設
に
伴
い
上
下
水
道
係
を
建
設
課
内
に

新
設
し
ま
し
た
。
中
央
地
区
を
始
め
に

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
工
事
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
な
実
施
に
入

り
ま
す
。
順
調
に
工
事
が
進
め
ば
平
成

七
年
に
は
一
部
使
用
を
開
始
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
貝
野

地
区
の
皆
さ
ん
へ
安
定
し
て
給
水
で
き

る
よ
う
J
R
の
飲
料
水
水
源
補
償
事
業

に
よ
り
配
水
池
と
送
水
管
の
工
事
を
、

お
盆
の
こ
ろ
ま
で
に
完
了
さ
せ
ま
す
。

灘
■
コ
ン
ピ
子
甲
導
入

㎜
灘
㎜
．
鷹
の
巣
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
．

…
㎜
載
∞
∞
照
明
■
埋
蔵
文
化
財
保
護

　
学
校
教
育
関
係
で
は
、
情
報
教
育
時

代
に
対
応
す
る
た
め
、
中
里
中
学
校
に

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、

そ
れ
に
伴
う
校
舎
の
改
善
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
清
津
峡
小
学
校
の
校
舎
改
築
を

平
成
五
年
度
実
施
す
る
た
め
、
調
査
を

し
ま
す
。

　
沖
縄
県
仲
里
村
と
の
「
な
か
さ
と
交

流
」
な
ど
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
間
の

交
流
学
習
教
育
の
振
興
を
積
極
的
に
推

し
進
め
ま
す
．

　
社
会
教
育
関
係
で
は
、
鷹
の
巣
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
野
球
場
を
整
備
し
、
合
わ
せ

て
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
も
整
備
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
．
昨
年
と
同
様
に
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
に
力
を
入
れ
、
貴
重
な
遺
産

の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
ロ
ー
タ
り
f
除
雪
車
増
強

　
…
：
…
…
…
…
…
・
二
、
九
〇
〇
万
円

【
特
別
会
計
】

○
翼
野
地
区
簡
水
配
水
池
工
事
外

　
…
…
…
…
…
一
億
A
、
六
八
七
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

○
業
水
道
処
理
場
基
本
計
画
、
管
渠
実

　
施
設
計
委
託
外
…
五
、
五
一
〇
万
円

Q
下
水
道
管
渠
工
事
（
山
崎
・
小
原
・

　
圏
中
地
内
）
　
一
億
三
、
五
〇
〇
万
円

顛
教
育
費
関
係
】

◎
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
備
整
備
、

。
　
コ
ン
ぱ
ユ
ー
タ
…
室
改
造
工
事

　
…
…
：
…
…
…
…
・
六
、
○
○
○
万
円

○
溝
津
峡
小
学
校
耐
力
度
、
地
質
・
基

　
塞
設
謙
委
託
…
…
…
…
四
二
八
万
円

○
遼
跡
発
堀
調
査
等
賃
金
報
償
費
（
小

　
鈍
幽
）
…
…
…
…
二
、
六
一
五
万
円
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未
知
の
世
界
へ
は
ば
た
け

”
中
里
中
卒
業
式
”

どうもありがとう！“元気でネ”熱い思い出が込み上がる

　
中
里
中
学
校
の
第
七
回
卒
業
式
が

三
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
九
十
七
名

（
男
子
五
十
六
名
、
女
子
四
十
一

名
）
が
九
年
間
の
義
務
教
育
に
終
止

符
を
打
ち
新
し
い
人
生
ヘ
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
君
が
代
斉
唱
の
後
、
金

子
校
長
が
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
を

手
渡
し
、
「
苦
し
く
と
も
学
ぶ
努
力
を

忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
相
手
の
こ
と

と
周
り
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て

下
さ
い
」
。
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
に
答
え
て
、
卒
業
生
の
鈴
木

隆
司
君
が
、
三
年
間
の
思
い
出
を
一

生
の
財
産
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
行
き
常
に

未
知
の
世
界
へ
と
頑
張
り
ま
す
」
。
と
、

思
い
出
を
噛
み
締
め
る
よ
う
に
力
強

く
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
外
、
義
務
教
育
九
か
年
欠
席

な
し
の
皆
勤
賞
が
、
三
年
ぶ
り
に
南

雲
龍
君
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
卒
業
生
は
、
進
学
九
十
一
人
（
九

三
・
八
％
）
就
職
六
人
（
六
・
二
％
）

で
す
．

　
式
典
の
後
、
卒
業
生
た
ち
は
校
門

前
に
並
ん
だ
在
校
生
や
恩
師
、
父
母

ら
か
ら
花
束
や
記
念
品
を
贈
ら
れ
、

希
望
を
胸
に
涙
で
学
び
の
校
舎
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
木
々
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く

ら
む
よ
う
な
や
わ
ら
か
い
春
の
日
ざ

し
が
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
福
す
る

か
の
よ
う
に
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

万こ”亀Dグ ㌦ソy7’γ7質～マし」

＝
一

一

，

一
，

蝦
職藍

バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

一
輪
車
を
ど
う
ぞ

”
郡
市
内
小
学
校
へ
一
輪
車
を
贈
る
会
”

　
「
郡
市
内
の
小
学
校
へ
一
輪
車
を

贈
る
会
」
（
会
長
重
野
康
宏
」
は
三
月

六
日
、
村
内
小
学
校
へ
一
輪
車
百
八

台
分
の
百
二
十
九
万
六
千
円
の
目
録

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
社
団
法
人
十
日
町
青
年

会
議
所
が
、
三
十
五
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
こ
の
地
域
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
き
感
動
と
思

い
出
を
残
し
て
も
ら
お
う
と
「
小
学

生
一
輪
車
大
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
普
及
率
は
低
く
、
保
有

状
況
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
た
め

「
郡
市
内
の
小
学
校
へ
一
輪
車
を
贈

る
会
」
を
つ
く
っ
て
八
百
三
十
三
台

分
、
九
百
九
十
六
万
六
千
円
を
目
標

に
寄
付
活
動
を
し
て
い
た
も
の
で
す

が
、
こ
の
度
、
目
標
達
成
の
目
処
が

つ
い
た
た
め
各
市
町
村
を
順
番
に
回

っ
て
目
録
を
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

三
月
十
七
日
か
ら
は
、
村
内
小
学
校

へ
実
技
指
導
を
兼
ね
て
一
輪
車
と
乗

り
方
の
ビ
デ
オ
を
直
接
生
徒
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
現
在
村
内
の
小
学
校
に
は
、
、
五
十

五
台
の
一
輪
車
が
あ
っ
て
各
学
校
を

平
均
す
る
と
十
人
に
一
台
の
割
合
で

し
た
が
、
こ
の
贈
呈
に
よ
り
合
計
百
六

十
三
台
と
な
り
三
人
に
一
台
の
割
合

で
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
九
月
十
三
日
を
予
定
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
小
学
生
の
皆
さ

ん
ど
ん
ど
ん
練
習
し
て
良
い
成
績
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

初めて乗る一輪車にはしゃぐ
高道山小生徒（3／18）

年盒額が

改定され討

6

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
完
全
自
動
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
し
、
年
金
額
を
前
年

の
物
価
変
動
に
応
じ
て
改
定
し
て
、
そ
の

価
値
を
保
つ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
消

費
者
特
価
上
昇
率
は
、
対
前
年
比
で
三
・

三
％
と
確
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

年
金
額
も
四
月
分
か
ら
三
・
三
％
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
．

　
お
も
な
年
金
の
額
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。　
こ
れ
に
伴
い
保
険
料
額
も
一
か
月
九
千

円
か
ら
九
千
七
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
時
代
に
見
合
っ
た
年
金
給
付
水
準

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成4年度

3．3％

（月額） （年額）

36，725円 440，700円

31，258円 375，100円

75，550円 906，600円

60，442円 725，300円

77，867円 944，400円

60，442円 725，300円

75，550円 906，600円

60，442円 725，300円

77，867円 934，400円

30，925円 371，100円

25，292円 303，500円



色
の
イ
メ
ー
ジ
で
売
ろ
う

　
　
　
ー
『
色
に
つ
よ
く
な
る
講
座
』
『

　
三
月
十
三
日
、
「
地
域
振
興
に
活
か

す
色
づ
か
い
」
と
題
し
て
色
に
強
く

な
る
講
座
が
、
カ
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
高
坂
美
紀
先
生
を
お
招
き
し

て
中
里
村
商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
商
工
会
青
年
部
が
、
国

道
改
良
や
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
で
大
き
ぐ

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
里
村
の
色

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
勉
強
し

灘灘

麟
．

鯉
灘
籔
．

測
㎜
、
羅
難
、
、
．

このように色によって

イメージが変わってきます

瀬古監督に質問する生徒

よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
先
生
は
、
優
し
く
静
か
な
声
で
、

「
人
間
が
受
け
取
る
影
響
は
色
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
好
き
な
色
に
よ
っ

て
相
手
を
読
む
こ
と
や
、
自
分
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど
心
理
学

的
・
医
学
的
側
面
も
あ
り
ま
す
」
。
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

説
き
、
百
二
十
色
も
あ
る
と
い
う
色

の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
を
「
U
－
M
A
」
L
」

外
壁
な
ど
の
具
体
的
例
を
上
げ
て
説

明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、

参
加
者
一
人
一
人
に
ど
ん
な
色
の
服

装
が
似
合
う
か
を
専
門
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
四

十
人
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
料
三
万
円
を
得
し
た
よ
う
な
気

持
ち
で
帰
路
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
瀬
古
監
督
来
村

　
　
　
　
　
“
田
沢
小
へ
ひ
よ
つ
こ
り
四

　
マ
ラ
ソ
ン
で
お
な
じ
み
の
瀬
古
利

彦
さ
ん
（
エ
ス
ビ
ー
食
品
陸
上
部
監

督
）
が
三
月
十
三
日
、
ひ
よ
っ
こ
り

田
沢
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
高
校
を
表
敬
訪

問
し
、
陸
上
部
を
激
励
に
来
た
帰
り

の
時
間
を
利
用
し
て
エ
ス
ビ
ー
食
品

と
親
戚
に
当
た
る
斎
喜
康
男
（
倉
俣
）

さ
ん
の
口
添
い
に
よ
り
立
ち
寄
っ
た

も
の
で
す
。

　
午
後
二
時
半
、
四
年
生
以
上
百
二

十
人
の
生
徒
に
、
瀬
古
監
督
さ
ん
は
、

「
早
く
走
る
に
は
、
練
習
し
か
な
い
、

ス
ポ
ー
ツ
に
し
ろ
勉
強
に
し
ろ
自
分

か
ら
進
ん
で
苦
し
く
と
も
最
後
ま
で

一
生
懸
命
す
る
こ
と
だ
」
。
と
激
励
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
か
ら
の
「
一
番
心
に

ま残
っ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
は
？
何
を
考

え
て
走
っ
．
て
い
ま
す
か
？
」
。
な
ど
の

質
問
に
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
答
え

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
お
話
に
目
を
輝
か
し
て

聞
い
て
い
た
生
徒
た
ち
は
そ
の
後
、

握
手
を
し
た
り
、
サ
イ
ン
を
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
世
界
ラ
ン
ナ

ー
だ
っ
た
瀬
古
選
手
、
童
心
に
ピ
ッ

チ
走
法
の
よ
う
な
軽
や
か
な
思
い
出

を
残
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
”
鈴
木

　
鈴
木
正
さ
ん
（
原
町
）
は
、
平
成

三
年
度
新
潟
県
畜
産
最
優
秀
農
家

（
酪
農
の
部
）
と
し
て
二
月
二
十
八

日
、
新
潟
県
知
事
と
新
潟
県
低
コ
ス

ト
畜
産
推
進
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
乳
牛
三
十
三
頭
の
酪
農
経
営
を
し

正
さ
ん
（
原
町
）

て
い
る
鈴
木
さ
ん
は
、
一
頭
当
た
り

の
乳
量
九
千
四
百
九
十
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
外
、
乳
脂
率
三
・
八
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
平
均
分
娩
間
隔
三
百
六
十
八

日
、
平
均
産
次
二
・
八
産
と
、
共
に

高
成
績
を
上
げ
、
総
合
得
点
五
百
二

十
三
・
一
点
を
獲
得
し
ダ
ン
ト
ツ
で

　　　　　スー種　　　別　　フイ

年金額 平成3年度
ド率

3．1％

［国民年金3

⑳年年金
5年年金

35，542円

一30，250円

一障害年金（1　級1
障害年金（2　級）

73，125円

一58，500円

一母景年金（子圭人） 75，367円

一
級〉

級）

老齢塞礎年金
障害墓礎年金（1

58，500円

一73，125円

一障害塞礎年金膿
遺族基礎年金《予蜘◎

58，500円

一75，367円

一護畿麟灘鎌巻鼓灘鐵鞠

優
秀
農
家
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
の
畜
産
農
家
は
昭
和
五
十

年
に
は
、
肉
用
牛
農
家
五
十
八
戸
、

養
豚
農
家
二
十
四
戸
、
酪
農
農
家
六

戸
で
し
た
が
、
年
々
減
少
し
て
現
在

で
は
、
肉
用
牛
農
家
十
三
戸
、
養
豚

農
家
三
戸
、
酪
農
農
家
は
一
戸
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

低
迷
し
て
い
る
畜
農
業
の
中
で
今
回

の
す
ば
ら
し
い
酪
農
経
営
実
績
は
、

村
内
の
畜
産
農
家
に
明
る
い
結
果
を

も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受賞直後の鈴木さん（自治会館）

＝
29，933円
24，958円

護老齢福祉寧金聾

載入β⑳o万隅宋満
収黛鍍峯⑧の灘蒙需以濫陰

8猫野霞兼溝
平成4年4月10日広報摺”豊と7
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や

7，580本（村総合計画の平成三年度目標人□）の幼想的な：スノーキ

ャンドルを皆さんと一緒に点灯し、田沢ジュニアスキークラブ員に

よるたいまつ滑降で幕開けとなったヴィリゾート中里雪原カーニバ

ル’92は、上越国際清津スキー場で3月28・29日の二日間行われ約2，

500人の人手でにぎわいました。

前夜祭の28日は、グァム島旅行が当たるパッピーアタック、村民

ソング「夢のつぱさ」発表会、ロックコンサート、メモリー花火打

ち上げ、そして、スタッフ交流会、雪別荘交流会等に時間のたつの

を忘れて楽しんでいました。

2日目の会場では、豪快な雪の滑り台、ジヤンブが怖いスノーモ

ビル周遊ソリ、サッカー・ゲートボール・ゴルフ等スノースボーツ、

うず巻き陣取り大会、雪の積み上げ高さを競う子どもチャレンジラ

ンキング、「夢のつばさ」カラオケコンテスト、ミニコンサート等々

パワフルなメニューで楽しい二日間を満喫しました。

2日間の楽しく遊雪しているところを写真で紹介します。

この2臼間で行われた各イベントの結果は下記の通りです。

◆Aッピーアタックくグァム島旅行券〉中嶋美久（本屋敷）上原節

子（荒屋）く残念賞＞（上越グリーンプラザ宿油券4人分）逓團弧展
　　　　　　　　　ときめぱマごしン（干溝）◆うず巻き陣取り大会優勝都嬉明亭チーム、2笹悪がきチ

ーム、3位FGチーム◆スノーサッカー優勝測治Aチー蕊、2位津

南Aチーム、3位田沢Aチー幽◆『夢のつば捌力量オケコンテス

トグランプリ樋霞祐佳慌屋）外纏名．2位趨雲蕪畢《翻ゆ、母位

中鵬裕美（本屋敷）．特劉賞ヲラッターシスターヌ騨ラス2鑑鑑醐．

由中）．松田祥悪外3名鷺購玉県）

》

箪 卿

ジエットコースターよりスリルがあるよ

村
民
ソ
ン
グ
「
夢
の
つ
ば
さ
」
を
発
表
す
る
歌
手
の
河
村
ゆ
み
さ
ん

「夢のつばさ」カラオケコンテストの入賞者、

河村ゆみさんと一緒に歌っています

難謳

　蹴

読んでネ

　
「
地
域
の
歴
史
や
風
土
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
中
里
村
を
愛

す
る
心
を
育
て
て
も
ら
お
う
」
と
、

こ
の
ほ
ど
「
マ
ン
ガ
中
里
物
語
」
が

完
成
し
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
“
エ
ー
？
”
ま
だ
読
ん
で
な
い
ー
？
。

と
に
か
く
一
度
目
を
通
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
だ
れ
も
が
理
解
で
き
る
よ

う
優
し
く
、
し
か
も
生
き
生
き
と
村

の
ル
ー
ツ
と
近
い
将
来
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
難
し
い
言
葉
や
マ

ン
ガ
で
表
現
し
に
く
い
と
こ
ろ
は
、

詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
一
層
分
か
り

「
や
す
く
な
っ
て
い
て
小
学
生
の
郷
土

学
習
に
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
マ
ン
ガ
の
将

来
の
ラ
イ
フ
が
現
実
と
な
る
よ
う
ご

意
見
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
．

　
個
人
的
に
ほ
し
い
方
は
、
一
冊
1
、

　
　
　
　
　
は
ん

0
0
0
円
で
領
布
し
ま
す
。
開
発
課

ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

マ
ン
ガ

中
里
物
語
発
刊

や
覆
竈
麗
灘
な

　
灘
灘
へ

『



〈
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
ジ
ャ
ン
プ
着
地
が
む
ず
か
し
い

馨
響
懸
藁

灘
縄

〈
ア
ー
ハ
ズ
レ
タ
！
何
打
た
た
い
た
か
な
？

搬曇

〈
ア
ー
残
念
一
セ
ン
チ
負
け
た

　
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

ステージの前で“合体”

「
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン

舞’齋
』

弥
髪

　
ん
ヤ

振
盤

漁
　
難

　職
，
、
》
勝
っ
た
ら
進
も
う
「
う
ず
巻
き
陣

　
取
り
大
会
」

〈
乾
杯
！
こ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
な
？

家族で順番に

田
沢
小

交
通
安
全
活
動
で

　
　
　
　
　
　
感
謝
状

　
三
月
二
十
七
日
、
田
沢
小
学
校
は

十
日
町
警
察
署
長
、
郡
市
交
通
安
全

協
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。　
こ
れ
は
、
同
小
三
年
生
四
十
八
人

と
父
母
が
一
昨
年
前
か
ら
「
安
全
運

転
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
書
か

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
校
門
前

の
国
道
1
1
7
号
線
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
手
渡
し
た
り
、
整
然
と
し
た
集
団

登
．
下
校
等
交
通
安
全
全
般
に
わ
た
っ

て
の
熱
心
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
ク
ラ
ス
と
学
年
P
T
A
で
は
、

卒
業
す
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
V
S
（
奉

仕
）
活
動
を
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝認められたメッセージカード1

よる交通安全活動（H3．9．21）

平成4年4月10日広報躍”冒と：9



　　　鷺　　　菖滝沢　　徹くん

　この版画は友達がわらじを編ん

でいるところを彫ったものです。

工夫したところは￥日光の向きに

気をつけて彫ったところです。足

の丸みを出すために￥くぎでひっ

かいたりしてみました。

牽男筆美慮子嚢雑安摩羨）⑭

　庸子ちゃんはおうちの仕事を手

伝う働き者です。お田さんの料理

を手伝ったり￥食事のあと家族の

お茶わんを流し台に運びます。雪

が降る日には、小さなスコップで

おじいちゃんと玄関前の雪を片付

けます。

　普段は絵本を見たり、テレビを

見て過ごします。テレビのコマー

シャルをすぐに覚えて、まねをし

ては家族を楽しませています。

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
に
酔
う

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
ど
け
こ
ん
さ
あ
と

　
な
か
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
と
公
民
館

は
、
中
里
村
芸
術
鑑
賞
事
業
の
一
環
と
し

て
「
ゆ
き
ど
け
こ
ん
さ
あ
と
」
を
三
月
八

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
、
二
回
は
、
ピ
ア
ノ
を
中
心
と
し
た

室
内
音
楽
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
趣
向
を
変
え
て
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ
」
を
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
松
宮
一

葉
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
久
保
田
宏
和
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
「
時
は
す
ぎ
て
い
く
」
な

ど
五
曲
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
の
大

衆
歌
謡
曲
）
を
、
美
し
い
言
葉
で
語
り
か

け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
「
ひ

ま
わ
り
」
な
ど
十
曲
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
（
イ

タ
リ
ア
の
大
衆
的
歌
曲
）
を
美
し
い
メ
ロ

ステージを降りてアンコール

に応える松宮さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

デ
ィ
ー
に
の
せ
歌
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
「
百
本
の
ば
ら
」
を

披
露
し
、
集
ま
っ
た
百
五
十
人
を
魅
了
さ

せ
て
い
ま
し
た
．

　
二
月
十
七
日
、
高
鳥
修
衆
議
院
議
員
が

上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
を
視
察
し
、
地

元
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
　
　
　
遜
麺
癬
響
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し一度も転びませんで

高
鳥
先
生
ス
キ
ー
を
楽
し
む

　
先
生
は
、
昨
年
の
正
月
に
も
こ
の
ス
キ

ー
場
で
「
ス
キ
ー
チ
ー
ム
清
津
」
ク
ラ
ブ

員
な
ど
と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
し
て
大
変
愉

快
だ
っ
た
の
で
今
年
も
し
ゃ
に
む
に
も
う

一
回
と
、
国
会
で
予
算
が
通
過
し
一
段
落

し
た
の
で
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
小
雨
の
中
、
若
い
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
一
歩

も
引
け
を
取
ら
な
い
見
事
な
滑
り
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
キ
ー
場
関

係
者
か
ら
、
今
後
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
ス

キ
ー
場
拡
張
に
つ
い
て
陳
情
を
受
け
、
「
休

日
で
も
ゆ
っ
く
り
で
き
る
ス
キ
ー
場
が
早

く
完
成
す
る
よ
う
国
有
林
関
係
に
働
き
か

け
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　わたしの

轟中ロ勝江さんと

埼
玉
県
蓮
田
市

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
埼
玉
県

の
大
宮
市
よ
り
車
で
3
0
分
余
り

の
所
に
あ
る
蓮
田
市
で
す
。

　
少
し
前
迄
は
、
ど
こ
の
農
家

も
「
な
し
」
作
り
が
盛
ん
で
し

た
が
、
今
で
は
そ
れ
以
外
に
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
、
シ
ク
ラ
メ

ン
と
少
し
ず
つ
変
っ
て
来
て
い

る
様
で
す
．

　
蓮
田
市
か
ら
、
少
し
離
れ
た

所
に
、
ラ
イ
ン
下
り
で
有
名
な

秩
父
の
長
瀞
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
頃
、
近
く
の
原
っ
ぱ

で
駆
け
回
っ
た
り
、
沼
で
水
遊

び
な
ど
し
た
所
も
、
今
で
は
学
・

校
や
住
宅
が
建
ち
並
び
、
昔
の

面
影
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。　
こ
の
中
里
村
に
来
て
、
早
五

年
が
経
ち
ま
す
。
雪
の
な
い
所

で
育
っ
た
の
で
、
ま
だ
雪
の
多

さ
に
は
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然

が
満
ち
あ
ふ
れ
た
こ
の
地
で
、

子
供
を
育
て
ら
れ
る
事
は
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

茨城県群馬県

蓮田市
埼玉県

　　東京都

神奈川県

（　　　千葉県

ゐ9．



鱒璽載の皆様＆鋤健ちは、3周2圏幽本村長、斎毒議長が添

械を訪凝、煙璽樹：の径圃捧の代表蕎など＆親じく懇談さ燕謙じ

た。

盤蕪繭健始謙翁薩藁濾麟．爾載役場職藁．崩鱒学校の蝿童生

徒、爾載長の相亙訪闇鯉実現じ、騎謙撚謀本格飽な藻婬慰愚じ

羅お慰き盒繍認誉る縫とを犬変嚢秘羅麟灘魏幽本糧長の謬あ

騎さつ隠魅灘翰諜勝だ諜麟鷹．金後と鶴同i樹禽の鎭じ謬羅、親

しく普段の姿饗宋慶くお偲き念撚をまるじくお願いじ隷鞍。’

談た、来村の際のたくさ痴のお麟じいお業あ嬢鯉還うござい

まじた。前に贈ら糀たお米は、小鱒学校の総霞羅藩供たぢ健食

べて魅らい大変喜ぱれ諜じた。金團は村内にある蔓つの村立保

奮駈と、二つの私立保奮園へ贈り諜した。村立美崎保欝駈では

3周26目のお別れパーティー羅、贈られたお米で寿翻を作り．

先生が「このお米は、新潟県の中里村からの贈り物です。ヨと紹

介じ、墨供たちは「おいしい、おいしい」と書び、楽じいパー

ティーとなりまじた◎　　　　　　　　　　　（仲璽村　大城）

楽
し
く
ス
キ
ー
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
ふ
や
ス
マ
イ
ル
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
』

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
青
年
活
動
を
．
　
に
く
の
雨
の
た
め
夕
方
ま
で
に
は
、
ウ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

促
進
し
、
笑
い
を
増
や
そ
う
と
「
ふ
や
ス
　
　
ア
ー
を
搾
れ
ば
水
が
出
る
ほ
ど
に
な
っ
て

マ
イ
ル
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
が
三
月
一
日
、
　
　
　
い
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南
ス
ギ
i
場
で
行
な
わ
　
　
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
交
流
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。
郡

　
参
加
し
た
男
女
六
十
人
は
、
雪
中
に
埋
　
　
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
企
画
が
少
な
く
、

め
て
あ
る
マ
ル
の
カ
ー
ド
を
捜
し
当
て
、
　
　
参
加
者
は
来
年
も
こ
の
よ
う
な
企
画
を
是

ク
イ
ズ
に
答
え
る
ゲ
ー
ム
や
、
三
班
に
別
　
　
非
に
と
、
主
催
の
「
ソ
フ
ィ
ア
」
役
員
に

れ
て
の
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
、
夢
中
に
な
　
　
頼
ん
で
い
ま
し
た
。

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
あ
い

昼食も楽し～い〃

　臼oO・

￥
　
づ
へ

￥
翻

　
￥
烈

韓

灘

｛

　　　　　　　猛

　　　　　　　　　　　　り纏羅賂、難　　　’　（荒屋）
　　騰鰯　難　難灘
轍
鰹

、購簑　難綴灘

　　　　　　　ぱ　　　　　　　雛

　どんな家族なんでしょうか？
匿國国道改良のため、平成元年11月に山崎から荒

屋に移転してきた普通の家庭です。り私は￥協立

パイパrツ㈱の社員ですが、現在川西ハーネス㈱

に出向しています。妻は、コンピューターソフト

開発をする十日町システムパウスに勤め、祖父田

は、子守りで子どもに振り回されています。

一特別な家族行事とこれからしたいことは？一
顧田一緒に暮らすようになって2年たらずですし、

子供が小さかったのでまだ特別なことはしていま

せんが、春には花見、また￥夏には海に出かける

ことかな。でも￥観光バスの運転手をしていたお

じいさんは、仕事でよく行ったからと言って行か

ないんですよ。り涼をつれてディズニーランドな

んかに行きたいな：。

11 広報躍”宣と　　　平成4年4月10日
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　　　　　灘難籔難

〔吉艦享長女〕宮中

〔樋・匿理旱長女〕干溝

〔高野よ署子二男〕如来寺

〔山田縫長男〕宮中

〔廣田禾口浩子長女〕干溝

〔樋際ろ男長女〕小原

灘
甜
地
櫛
島
聯
蘇
代
畿
編

　
　
　
　
新
川
重
上
程
十
堀
東
田
上
　
十
如
十

ま　き
真樹’

やよ　い

弥生
なお　や

直也
げん　き

元起
みお

濡

こ
子
い
衣
あ
亜

之
子
文
理
吉
子
徳
子
光
子
志
花
位
子

和
幸
寿
香
又
邦
良
枝
清
直
勝
千
好
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
麻

鳥
井
口
野
雲
入
雲
岡
澤
島
部
口
部
落

羽
松
大
原
南
宮
南
森
瀧
大
服
尾
服
水

｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛
　
　
｛

島
山
代
尻
沢
山
沢

　
　
　
　
田
　
道
田

程
下
田
東
田
高
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ω
∪
　
3
　
n
∠
　
3
　
4
　
∩
∠
　
A
U

6
　
8
　
6
　
Ω
u
　
Q
ゾ
　
8
　
7

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

郎
キ
郎
ノ
平
サ
ヰ

太
　
　
一
ジ
　
　
　
ル

　
ヨ
　
　
義
ケ

松
　
嘉
フ
　
　
　
ハ

雲
木
澤
田
山
田
本

南
鈴
滝
山
村
廣
山
※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

　　　5日

　　　7日

　　469目
（3月末累計）

数件生
　
者
　
故

発
　
　
　
事

故
　
　
　
亡

事
傷
　
死

●
　
　
●
　
　
●

　
　
灘
鰻
懸
鐵
藏
墜

中
里
村
墓
地

　
　
　
　
受
付
開
始

　
昨
年
十
二
月
に
荒
屋
地
内
に
完

成
し
た
中
里
村
墓
地
の
永
代
使
用

を
四
月
一
日
か
ら
受
付
て
い
ま
す
。

一
、
使
用
で
き
る
人

O
　
中
里
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。

⇔
　
村
外
居
住
者
で
、
中
里
村
に

　
　
住
所
を
有
す
る
世
帯
主
又
は

　
　
こ
れ
に
準
ず
る
確
実
な
管
理

　
　
人
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

　
　
に
該
当
す
る
者
で
す
。

　
・
中
里
村
に
本
籍
を
有
す
る
者

　
・
中
里
村
内
に
あ
る
墳
墓
を
改

　
　
葬
す
る
者

　
・
中
里
村
に
祖
先
を
持
つ
者

二
、
使
用
で
き
る
区
画
数
は
、
　
一
．

　
　
人
一
区
画
で
す

三
、
永
代
使
用
料
は

　
1
号
区
（
％
m
×
％
m
H
晒
㎡
）
．

　
　
…
…
…
1
2
5
、
0
0
0
円

　
2
号
区
（
％
m
×
知
m
“
珊
㎡
）

　
　
　
　
　
1
5
0
、
0
0
0
円

　
3
号
区
（
如
m
×
如
m
旺
㎜
㎡
）

　
　
…
…
…
2
5
6
、
0
0
0
円

四
、
墓
地
の
建
設
（
改
修
、
模
様

　
替
え
、
移
転
）
は

　
①
墳
墓
設
置
承
認
申
請
書
を
提

　
　
出
し
、
許
可
を
受
け
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
②
墳
墓
の
高
さ
は
、
地
盤
か
ら

　
　
和
式
2
・
5
m
以
内
、
洋
式

　
　
1
・
5
m
以
内
と
し
、
石
材
・

　
　
墓
誌
・
灯
ろ
う
等
の
所
属
施

　
　
設
は
自
由
で
す
。

五
、
許
可
申
請
手
続
き
は

　
墓
地
使
用
許
可
書
を
提
出
下
さ

　
い
。
許
可
墓
地
番
号
は
、
既
に

定
め
ら
れ
て
い
る
番
号
で
許
可

順
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
保
健
課
へ
ど
う
ぞ
。

珍
雪
解
け
水
に
よ
り
清
津
川
の
水
が

【
転
　
出
　
者
】

学
校
・
職
名
・
氏
名
　
　
転
出
先
（
郡
市
・
学
校
名
）

主　教教一
　〃　　田
査　諭頭沢
1口I　l口i小
樋石清阿一
口川水部
　美
静由康文
子紀秀夫
　　 　　 　　　
津新津三

島
・
本
山
小
）

南
・
津
南
小
）

潟
・
県
立
新
潟
養
護
）

南
・
外
丸
小
）

教校一
　　古　　ロ頭長道
Il”山
中小小
　　一島島

博義

稔秀

楚薙
年年
退退
職職
）　　）

主教一
　　倉
事頭俣
II　ll小

相庭一

沢野

祐克

子子

葎葎

南
・
芦
ヶ
崎
小
）

南
・
上
郷
小
）

教校一
　　貝
諭長野
II　II小

鈴丸一
木田

康

幸勲

三ヱ

越
・
上
越
教
育
大
付
属
小
）

島
・
与
板
小
）

教教校一
　　　清
諭頭長津
II　II　ll峡

泉若吉小
谷井村一
十
七純

三一丘
　　　　　　　津柏栃

尾
・
東
谷
小
）

崎
・
北
条
南
小
）

南
・
上
郷
小
）

【
転
　
入
　
者
】

学
校
・
職
名
・
氏
名
　
　
旧
任
校
（
郡
市
・
学
校
名
）

主　教教
　ノノ

査　諭頭
II　II　I口1

藤高戸風
ノ木田巻
木
康朋広恵

子子夫二
（
刈
　
羽
・
二
田
小
）

（
津
　
南
・
津
南
原
小
）

（
新
採
用
）

（
津
　
南
・
津
南
中
）

助養教校
教

諭護頭長
Ii　II　II

柳服荒

川
實
（
刈
羽
・
下
小
国
小
）

部
了
（
三
島
・
脇
野
町
小
）

　
洋
子

主教

査頭
II　II

竹小

林
謙
一
（
小
千
谷
・
東
小
千
谷
小
）

田
茂
男
（
津
南
・
外
丸
小
）

主教校

事諭長
II　l　II

金宮矢

萩
禎
一
（
上
越
・
南
本
町
小
）

尾
信
治
（
柏
崎
・
柏
崎
養
護
さ
ざ
波
分
校
）

澤
朝
子
（
＋
日
町
・
下
条
小
）

教教校

諭頭長
”1口i
高大泉

田
治
（
長
岡
・
＋
日
町
小
）

橋
正
孝
（
三
島
・
岩
塚
小
）

野
明
久
（
豊
栄
・
木
崎
小
）

摺



鱗鐵
鱗

．
繍難

増
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

電
源
開
発
㈱
関
東
支
社
奥
清
津
電
カ
所

●
第
2
2
期

　
婦
人
電
気
教
室

期
　
　
間
　
5
月
～
n
月

　
　
　
　
　
毎
月
1
回
第
3
水
曜

　
　
　
　
　
日
午
前
中
　
6
回
コ

　
　
　
　
　
ー
ス
　
8
月
は
休
み

開
講
日
5
月
2
0
日
㈱

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
よ
り

受
講
料
1
、
0
0
0
円

講
座
内
容
　
電
気
の
基
礎
知
識
、

　
　
　
　
　
料
理
実
習
」
施
設
見

　
　
　
　
　
学
、
修
理
実
習
等

定
　
　
員
　
2
5
名

●
「
え
ぶ
ろ
ん
」

　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
夜
間
）

期
　
　
間
　
6
月
～
7
月

　
　
　
　
　
午
後
6
時
～
8
時

　
　
　
　
　
3
回
コ
ー
ス

受
講
料
1
、
0
0
0
円

会
　
　
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営

　
　
　
　
　
業
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

講
座
内
容
　
㎜
ボ
ル
ト
機
器
を
使

　
　
　
　
　
っ
た
料
理
実
習

定
　
員
　
2
0
名
　
　
　
　
　
、

　
申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
、
東
北

電
力
十
日
町
営
業
所
お
客
さ
ま
サ

ー
ビ
ス
課
（
奮
52
i
3
1
0
7
内

線
湿
）
へ
。

林
野
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
担
当
区
事
務
所
が
変
わ
り
ま

し
た
」
「
森
林
官
」
愛
称
募
集

　
国
有
林
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
担

当
区
事
務
所
一
担
当
区
主
任
」
と

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
名
称
を
、

今
年
4
月
か
ら
、
担
当
区
事
務
所

を
「
森
林
事
務
所
」
、
担
当
区
主
任

を
「
森
林
官
」
と
名
称
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
後
の
国
有
林
野
の

管
理
及
び
森
林
施
業
を
一
体
的
か

つ
効
率
的
に
行
う
観
点
か
ら
変
更

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
森
林

　　簿
《

　　4静
鰍師か君
藪面村索　　レ

銚

入写

よ学か

、蒙

誘

盗
辱

ノ

ー
自

　
　
、

　、、
￥

o

olぞ、♂

紮

・
家
具
店

劃，琉

　　　　　蜷凝

一《

〃
　
”
滝
沢
寿
子
（
南
魚
沼
・
五
＋
沢
小
）

〃
　
”
吉
野
尚
子
（
中
蒲
原
・
亀
田
西
小
）

〃
　
”
岩
崎
ひ
ろ
み
（
北
魚
沼
・
須
原
小
）

〃
　
”
長
谷
川
聡
子
（
新
　
潟
・
南
中
野
山
小
）

主
　
事
”
山
田
祐
子
（
新
採
用
）

【
清
津
峡
小
土
倉
分
校
】

教
　
諭
ー
吉
沢
正
春
（
五
泉
・
大
蔵
小
）

教
　
諭
甘
若
井
吾
郎
（
＋
日
町
・
東
下
組
小
）

〃
　
”
福
原
弘
乃
（
白
根
・
大
鷲
小
）

〃
　
”
中
俣
元
美
（
南
魚
沼
・
中
之
島
小
）

【
中
里
中
】

教
　
頭
け
小
杉
正
芳
（
長
岡
中
越
教
育
事
務
所
指
導
主
事
）

教
　
頭
”
涌
井
幸
夫
（
上
越
・
城
西
中
）

教
　
諭
鮭
大
島
文
祐
（
定
年
退
職
）

教
　
諭
ー
杉
原
恵
美
子
（
燕
・
燕
北
中
）

〃
　
時
大
下
　
　
弘
（
南
魚
沼
・
塩
沢
中
）

〃
　
”
間
野
佳
代
子
（
南
蒲
原
・
下
田
中
）

派
遣
社
教
”
武
田
定
純
（
北
魚
沼
・
堀
之
内
中
）

に
関
す
る
事
は
こ
の
森
林
官
に
お

気
が
る
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
新
し
い
事
務
所
で

働
く
「
森
林
官
」
、
等
に
親
し
み
や

す
く
、
「
国
有
林
の
顔
」
に
ふ
さ
わ

し
い
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝
）
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
2
．

　
　
　
　
　
　
　
　
・
し
鋭
』

【
応
募
方
法
】
　
　
　
．
㌶
潔
．
諦

　
葉
書
に
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学

蕊

墜
蹟k）9’～粗大ゴミ1九て

◎

校
名
学
年
）
と
愛
称
を
明
記
し
て

次
の
応
募
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
　
一
作
品
一
葉
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
掴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

【
そ
の
他
】
　
　
　
　
　
　
繍

　
採
用
作
応
募
者
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
百
名
）
に
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

●
応
募
先
と
お
問
い
合
わ
せ

〒
㎜
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一

ー
二
1
一
、
林
野
庁
業
務
部
経
営

企
画
課
組
織
係
ま
で
。

盈
代
表
0
3
1
3
5
0
2
i
8
1
1

1
、
内
線
5
3
6
3

　
※
森
林
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ
た

い
学
校
、
団
体
等
の
皆
様
は
、
国

有
林
野
の
森
林
教
室
を
御
利
用
下

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
六
日
町
営
林
署
倉
俣
森
林
事
務

所
ま
で
。
盈
0
2
5
7
i
6
3
1
2

1
3
4
。

◎母親学級・妊婦検診

　4月聾㈱　上村病院

　　母親学級《受付難2三45～13：◎O

　　　　　　（内容）妊娠中の栄養

　　妊婦検診（受付）13：3◎～歪4：00

◎結核検診

　5月β田～5月12日

　　必ず受けてくださ憾。

　　（健康カレンダーを参照ください）

◎胃がん検診

　4月鉾日～4月27日

　　（健康カレンダーを参照ください）

◎ツベルク嚇ン反応及びBCG

　4月6田一4月30日
　　（健康力膨ンダーを参照ください）

平成4年4月10日広報躍”官とβ



山本美果さん
集落山崎

青春してます
　4目11日～5月10日

カレンタ“一
46年11月10日生まれ　20歳

星座さそり座
云

11q⊃
春の全国交通安全運動

　役場閉庁

（）

13（月） 老人工芸品展示即売会合老人福祉セン
ター　　（D13二〇〇～17二〇〇

14（幻 老人工芸品展示即売会合老人福祉セン
ター　　（D8二30～12：00

15㈱

16㈲

17㈲
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉セン
ター　　（D13二30～16二〇〇

24働

行政相談日（山田正平）合老人福祉センタ

ー（D13：30一レ16：00

心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉セ

ンター　　013：30～16：00

25q⊃役場閉庁

ぎ｝バ’

無、

一翻薯　，楓山

みどりの日

黄桜の丘桜まつり　合黄桜の丘（宮中えん

堤脇）011二〇〇～

第5回信濃川河岸段丘ウォーク　倉田沢小
グラウンド　（！）6二〇〇～

30休） ・「U－MALL」竣工式　合「U－MALL」

1働
メーデー

心配ごと相談（山本ケン）合老人福祉セン
ター　　（！）13：30～16二〇〇

2q⊃

（．） 憲法記念日

（月）
振替休日

「U－MALL」オープン　（D9二30～

♪1（火）
こどもの日

8働
心配ごと相認日（藤田義一）合老人福祉セ
ンター　　（D13：30～16二〇〇

9dD 役場閉庁

（、）

※変更する場合があります、御期の際は確認を

血液型0型
身長151cm
　2年間の東京生活の後、1月に

Uターン。ユーモールの設計管理

を行っている㈱ニイガタ船場に勤

務しています。性格は「明るくて

元気がいい」。休日はショッピング

をするのが楽しみで、主に長岡市

に出かけます。将来の夢は「子供

が大好きなので、結婚して子供を

作り、明るい家庭を作りたい」。理

想の男性は、抱擁力があってしっ

かりしている人。結婚は「いい人

がいればいつでも」。

　　㊧津南病院鷺請習

　　⑭中条病院禅冨讐1

貌㊧山・医院響冨響
　
職㊧大島医院禅箭箒1
ぎ

繋⑳上村病院響重珊

綾⑳山・、医院禅箭幕1

　　⑳富田医院禅箭響．

　　⑳津南病院簿扇珊

亀　　　　　と

護㌧・酷、・誹
〆　　　　　　 ノ’

スギ

　｝

試

ユリ

／
z

　
　
　
　
　
編
集
雑
記

▼
今
月
号
か
ら
、
再
生
紙
を
使
い
発
行
し
て
い
ま
す
。
紙

が
茶
色
っ
ぽ
い
せ
い
か
全
体
が
暗
く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ

と
、
写
真
の
画
質
も
落
ち
ま
す
が
紙
資
源
保
全
の
た
め
当

分
の
間
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
四
月
二
十
五
日
号
か
ら
年
々
増
え
続
け
る
情
報

量
に
応
え
て
広
報
「
な
か
さ
と
」
お
知
ら
せ
版
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し
、
残
念
（
？
？
…
）

な
が
ら
、
四
月
か
ら
の
総
務
課
職
務
分
掌
に
よ
り
広
報
の

編
集
担
当
を
私
富
井
か
ら
小
柳
ヘ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ

と
に
な
り
ま
L
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
同
様
に
、
取
材

協
力
や
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。ρ

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

一刻干金
　ごくわずかな時間にも、大金

の値打ちがあるのは春の夜。花

はすがすがしい香りを漂わせ、

空の目はおぼろげにかすんで見

えます。
　　　　あたい　　　　　　　　　せいこう
　「春宵一刻値干金、花に清香

あり、目に陰あり……」とうた
　　　　　そうだい　　　　　　そしょく
ったのは、中国宋代の詩人蘇戟

でした。寒からず暑からず、一

年のうちで最も心地よいのは、

春の夜です。

　中国「一刻」は、一日二十四
　　　　　　ふん時間の百分の一。分にすれば一

四・四分間ですが、転じて極め

て短い時間をさします。また￥
　　　　　　　かん「干金」といえぱ￥漢の時代の
　　きん
金一斤、銭一万銭に当たる大金

のことでしたが￥転じてひどく

高価なものを意味しました。

　この「干金」を使った中国の

故事成句は、少なくありません。

例えぱ．一度引き受けたら絶対
　　　　　　　　いちだく信頼できる男の約束は「一諾干

　　　　か金」￥一回の賭けに思い切って大
　　　いってき金を使う「一郷干金」、非常に価

値のある筆跡や語句をさす「一

字干金」などです。いずれも、

故事来歴や古典に典拠がある四

　　字熟語で、それこそ文字

…菱　通り「一字干金」の重み
口　　のある言葉です。

葉

のルーツ

冨 謹 3月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，360人（一12）女3，354人（一17）計6，714人（一29）●世帯数1，632（一1）

躍




